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General Comments：
今大会の目標は勿論、表彰台の真ん中に立つ事。最低でも表彰台圏内で終えるという目標を持って戦いに挑みました。

Qualify ： P8
フリー走行と500専有のセッションでNewタイヤを履いてアタックを行い、3番手タイムをマークしていました。マシンのバランスも良く、予選に向けては

期待が出来る程の仕上がりでした。
今回のQF1アタックもBaguette選手が担当。QF1の結果は9番手と予想を下回る結果となりました。マシンから降りてきたBaguette選手は自身が一緒に
組んできた中で1番怒りを露わにしていました。あんなに感情を剝き出しにしているBaguette選手を見たのは初めてです。どうだったの？と尋ねると、
フリー走行とはかけ離れたマシンバランスとなり、納得のいかない状況だったそうです。しかし、今年のルールでは2人のドライバーがアタックし、マーク
したタイムの合算で決勝のスタートポジションが決まります。自身はBaguette選手に「予選はまだ終わっていない、僕もQF2で頑張るからマシンのバラン
スを一緒に見直そう」と声を掛けました。すぐにBaguette選手は気持ちを切り替えてくれ、エンジニアと自身に状況を伝え、マシンのセットアップを変更
してQF2へ挑みました。自身のアタック自体はミスもなく攻め切りましたが、やはりマシンバランスに苦しみ6番手となりました。僕らのタイムを合算した
結果、決勝は8番手からのスタートとなり、サクセスウェイトを考えると勿論満足いく結果ではありません。しかし、決勝は3Hレースと追い上げれる
チャンスは十分にあるので最後まで諦めず自分達の力を出し切る事に専念しました。

3Hour Race ：P4
いつも通りスタートを担当するBaguette選手は、スタート前に「何台か抜けるように頑張る！」そう言ってマシンに乗り込みました。
宣言通りBaguette選手は前にプレッシャーをかけつつ、早々に一台をオーバーテイク。前に車両が沢山いる影響でダウンフォースが失われ、マシン
バランスが崩れやすい中、懸命に攻め続けてくれました。そして、33ラップ目を終えて自身に交代。自身に代わった後のアウトラップではWarm Upに
苦しみ36号車と38号車にアンダーカットされてしまいました。しかし、タイヤが十分に温まった後のグリップ力は凄く良く、すぐに36号車と38号車に追い
付く事が出来ました。死に物狂いでも抜きにかかりたいと思い、上手く隙を作って２台ともオーバーテイクする事が出来ました。その後はBaguette選手と
同様に全力で攻め続け、63ラップ目にピットインしBaguette選手に交代。最終スティントを担当したBaguette選手は猛スピードで攻め、ラップタイムはじめ
も全セクタータイムも全体ベストをマークするなど熱い走りを見せてくれていました。レース後半では5番手を走行し、目の前にいる36号車に食らい付き、
プレッシャーを与え続けた結果、300クラスに詰まったところを上手く隙をついてオーバーテイクし、4番手へポジションアップ。その後もBaguette選手の
勢いは凄かったものの、あともう少しで3位が見えていましたが、惜しくも届かず4位でフィニッシュ。
最後までワクワクする走りを見せてくれたBaguette選手でした！



次は勝つ
スポンサーの皆様、第3戦鈴鹿の応援有難う御座いました！

表彰台まであと一歩の所で終えましたが、自分の力を出し切ったレー

スでした。今大会もライバル勢のサクセスウェイトを考えると最低でも

表彰台に上がっていなくてはならない状況でしたが、足りませんでした。

ここまで満足いく結果とレースは出来ていませんが、チームの皆さんも

懸命に車をメンテナンスし、速くする為に沢山努力してくれています。

その想いをしっかりと、背負って更に強くなった姿をお見せできるように

頑張りたいと思います。

また、次戦までに少し時間が空きますので、改めて体を鍛え直して

次戦は万全の状態で挑みたいと思います。

引き続き、応援を宜しくお願い致します！！！
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